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酒匂川は，かつては暴れ川であったが，最近では流域環境の保全活動が活発

に進められている。本研究では，過去の災害状況および保全事業を整理したう

えで，上下流の交流，防災と自然環境の捉え方，市民－ 企業 ・関係自治体・河

川管理者などのノミートナーシップの要素に着目し，流域環境保全活動のありか

たについて考える。

災害状況と保全事業については， 文献，既存資料， 行政と地域住民の聞き取

り調査，現地観察に基づいてまとめてし、く。また，酒匂川下流域の土地利用変

化は旧版地図を用いて辿ってL、く。そして，環境保全のあり方を検討するため

に，流域環境保全活動に加わって実態調査を行い，発足に至る経緯，保全活動

の特性，関係者の連携について調査する。
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2 研究対象流域の概要

酒匂川は，静岡県の富士山東麓に源を発し，もろい緑色凝灰岩からなる西丹

沢山塊から流出する河内）｜｜と合流して南下しさらに平野部で）｜｜音川，狩川と

合流して相模湾に注ぐ（図 1）。幹川流路延長は約46km，流域面積は約582

km2である。酒匂川流域は，静岡県・神奈川県にまたがり，小田原市・秦野市・

南足柄市－御般場市，中井町大井町・松田町 山北町－ 開成町 －小山町の4

市6町からなっており，流域内人口は， 586,436人である。酒匂川は扇状地性

河川で，洪水のたび？こ流路の位置を変えてきた。酒匂川の水は，約6,000haを

対象とする濯翫用水として，また，神奈川県下全域へ上水道用水として供給さ

れている（神奈川県土木部河港課， 1987；神奈川県松田土木事務所， 1999；酒

匂川水系保全協議会，2000）。
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図1 j酉匂川流域の概要
注）神奈川県土木部河港諜 0987）.神奈川県松田上木事務所 （1999),

酒匂川水系保全協議会 （2000）より作成。
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下流域に発達する足柄平野は，相模湾に向かつて南東方に聞けてお り，北東

部に大磯丘陵，北西部に足柄山地，そして南西部は箱根火山で限られる （図2）。

大磯丘陵は，周囲を断層によ って限られた東西約15km，南北約10kmの隆

起地塊である。大磯丘陵の地質は，丘陵の南東部に露出する高麗山層や鷹取山

磯岩などの新第三系を基盤として，前期更新世以降に堆積し，変形隆起した第

四系の堆積岩や火山岩で構成される。足柄平野と大磯丘陵の境は，縦ずれ成分

を主とする活動度A級の国府津・松田断層崖である （開成町， 1994；地質調

査所， 1997）。

足柄山地は，丹沢山地の南縁に沿って東西方向にのびるやや低い標高の山地

で，鮮新－更新世の足柄層群とそれを貫く火成岩で構成される。丹沢・足柄両

山地の境界には神縄断層があり，断層を境に，北側の丹沢層群が南側の足柄層

群に乗り上げている。丹沢層群は，中新世の緑色凝灰岩で，大地震や集中豪雨

の際には，不安定な斜面で崩壊が多発している（開成町， 1994，地質調査所，

1997）。

箱根火山は，中期更新世の中頃から活動を始めた大規模な成層火山で，広大

な古期外輪山斜面を広げている （開成町， 1994）。

足柄平野は，酒匂川および川音川より形成される扇状地性の平野で，河床勾

配は，河口から扇頂まで約 1/185である。酒匂川沿いには自然、堤防があり， 開

成町には，金井島 －吉田島－牛島など自然堤防につけられた地名が多く，古い

集落はその上に立地している。小田原市では，栢山－ 飯田岡 小台桑原・ 扇

町の一部などが自然堤防上の集落である。国府津・小田原聞の海岸沿いには幅

の狭い沿岸砂州が発達している。平野の東縁および北縁には，小扇状地群が発

達し集落は扇面上に立地している。また，流路の人工的な固定が進んだこと

により，天井川が見られる （開成町， 1994；香川 石田・井上， 1964；神奈川

県松田土木事務所， 1999）。 鴨宮付近には，御殴場泥流がわずかに隆起した鴨

宮台地が発達している。平野の北東縁，松田山南縁，狩川や内Ill，山玉川沿い

には，立川面相当の段丘面が広がっている。箱根新期軽石流の堆積面の大部分

は平野の縁辺部に分布しているが，例外的に平野内にも分布して下曽我付近の

千代台地を形成している （図2）。この台地は，標高30m であり，現成扇状地

面より約10m 高くなっている（開成町， 1994）。
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図2 足柄平野の地形
注）｜制成町 (1994),i'f川・石田井l (1964），地質

調査所 0997)'空中写真判読，現地観察によ り作成。

3. 酒匂川流域と地域住民の関わり

富士火山には未凝固の物質が広く分布し，丹沢山地は急峻で崩壊が多いため，

両山地から多量の砂礁が供給される。酒匂川は，足柄山地の中を V字谷をな

して流れ， 山北南方の大口橋から急に足柄平野が開けるため， しばしば洪水を
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起こしそのたびに流路を変え土砂をまきちらしてきた（香川－石田－井上，

1964）。

過去の主な災害状況は，表 1に示す通りである。

酒匂川流域における河川事業が本格的に行われたのは， 1592年頃からであり，

小田原城主の大久保氏が平野の扇頂部に春日森堤 岩流瀬堤・大口堤（大口 3

堤）を築いたのが始まりとされ，この改修によって平野全体で水田耕作が可能

になった。それまで分流していた酒匂川， 皆瀬川，）｜｜音川などが 1本にまとめ

られ， この工事では霞堤が導入された。その後，田中丘隅が， 1707（宝永 4)

年の富士山噴火後の水害で決潰した堤防を復旧し，1726年に文命堤を築造した。

しかし築堤から 8年後に岩流瀬堤・大口堤が決潰してしまったため，蓑笠之

助が独自の改良を加えた工法を用いて， 1735年に両堤を再建した。以後，現在

に至るまで，両堤防の決潰はない。また，蓑笠之助は，川音川との合流地点の

三角土手を1734年に築造した（神奈川県松田土木事務所， 1999，神奈川県南足

柄市総務防災部防災課， 2001；酒井， 1975）。

明治以降は， 1877年の災害復旧のため，1888年に開成町金井島地先に新堤が

築造された。 1938年 7月の洪水によって大破した九十間堤の復旧工事は， 1939

～1941年に進められた。戦後大水害の時代I）には， 1949～1950年の災害復旧と

して，大口橋右岸の護岸補強工事が1951～1952年に進められ， 1953年の災害復

旧では，高瀬橋右岸に水制が施工された（神奈川県松田土木事務所， 1999）。

戦後は酒匂川流域の開発が急速に進み，治水安全度を高める必要があったた

め， 1961年から17年の歳月をかけて，山北町河内川に設けられた三保ダム（ロッ

クフィル式・土質遮水壁型）は多目的ダムであり， 1978年には丹沢湖が形成さ

れた。従来，飯泉地点における計画高水流量は3,400m3 /secであったが，洪水

時には三保ダムの貯水地水位標高321.5～316.8m聞の容量1,000万m3を利用

して，ダム地点における計画高水流量2,100m3/secのうち850m3/secを調節す

る洪水調節機能を持たせている （神奈川県県土整備部三保タム管理事務所，

1981）。現在は，台風や大雨の多い洪水期（6月15日～10月15日）にはダム湖

の水位を下げ，残りの渇水期には満水にしている。

図3に示すように，近代的な改修は，中～下流域において1964年以降という

早い時期に行われ，上流域では1992年以降とし、う比較的新しい年度にかけて進

められた。 1972年の西丹沢集中豪雨以降は甚大な水害被害はなく， 1973年に災

害復旧してからは破堤していない。このように堤防が増強されて，安全になっ
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j酉匂川流域における過去の主な災害状況（11 

fド ft 水 ゴ口ヨ 状 J兄

1383 （永徳3) 曽比被害，真福寺西大対へ移転

1446 （文安3) 飯旧附被害，酉念寺沼日lへ移転

1504～1520 （水正年間） 飯I円岡被害． 二巨伝寺炭焼所へ移転

1558 （永禄冗） ~＂.＇比被害

1654 （承応3) 松旧費主田神社被害

1658～1660 （万治元～3) 中新田被害

1660 （万治3) 刑匂川大洪水（8月），れ流淑i堤決il't.IH畑被害

l661 （寛文元） {ii荒瀬堤決ift

1663 （寛文3) す；i庇瀬堤決潰，大口堤被害

1682 （天和2) ＇（； 流瀬堤itとin. 斑目被＇~；：

1695 （元禄8) 消匂川大洪水（7月15日）．岩流瀬泌決1貴，同知lim失

1700 （元禄13) 酒匂川大洪水（6月）， 't；流瀬堤決it't

l704 （宝永元） j商匂川大洪水（2月）

1705 （宝永2) 柄匂川大洪水（6月30H），岩流瀬堤決i貨，向原被害，困対II流失

1707～1708 （宝永4～5) 富 l:Illのl噴火により酒匂川各地氾i監被害

1708 （宝永5) 消匂川洪水史上最大の洪水（6月22EIl ，春日森挺・岩流瀬名ピ・大口旋決ii~，斑口被害

1709 （宝永6) 斑目被害

表1
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1712 ( 1E徳2)

1720 （ がj~；；）
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1726 （ が仇~I I ) 

1728 （が似13)
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1791 （党政3)
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1821 （文政7)
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金子被害

清水新聞被；1;.

関京大風雨 （8月6日），i酉匂川氾i~：；， ~十流構l彼手干， 大｜｜堤被：i;:,

育川1：：；， 円比－稲111被；作

y；対L桶J)i'.被’九

十（illl被；1;:

；，＇；・水新川被； 1;

打illJ被；I;:

金JI1:0地先i!I;水被’g (7}]) 
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年 代 水 寸E二J' 状 J兄

1907 (I珂I台40) ＝三ffJ仁子大破

1909 (I明治42) 桜井被害

1910 （明治43) 坂ll堤決i貴，桑原被告’

1913 （大iEZ) 聞大井被害

1920 （大l印） 」保村世附被古一

1937 (D行和12) 梅則前線豪雨（7月14～17日），足柄上郡（松田）被害

1938 (U[j布113) 占川島堤決起t

1947 (UH手日22) カスリーン台風（9月14fl）により箱根丹沢111岳地に表｜、，j,j発生，

足柄上郡 －小田原被宗

1949 (CT（｛和24) デラ台風により大口橋右岸被害

1950 (II白和25) ヘレ ン台風 （7月29日）により大11橋右岸被；九 足柄If.1~被害

1953 (II付利28) 高溜l橋右岸被害

1958 (I出和33) 狩野川台風（9月26～27Hlにより吉田島上島堤崩壊

1959 (llfl和34) 台風7号による豪雨発lJ.(8月 13 ~1 ），吉田島上島堤大破

1972 （昭和47) 丙丹沢集中豪雨 （7月）により可保地区被害甚大，

高瀬橋右岸被害

呼込
仁J円注）香川・石田・井l11964）.神奈川県松出土木事務所 (1999），神奈川県南足柄市総務防災部防災課（2001).i酉対ー（1975）より作成。
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図3 戦後の酒匂川における近代的な改修状況
i主）神奈川県土木部河港課 (1987），神奈川県松出土木事務所 （1999).
神奈川県南足柄市総務防災部防災課（2C01）.現地調査によ り作成ご

てきたからこそ，足柄平野は都市化が進行し，最近では環境が注目されている。

図4 1，図 4 2に示すように， 1886～1888年には微高地である自然堤防上に

集落が発達し，自然地形を活かした土地利用が行われていたが， 1929～1933年

は，鉄道駅周辺に宅地化がみられるよ うになった。1969～1970年に入ると，特



1886～1888年
t可道の状況および
集落の分布

1929～1933年
河道の状況および
住宅地の分布
ぐ〉人工改聖地

』冨
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相模湾

相模湾

図4.1 足柄平野における市街地化の変遷
注）1886～1888年測量の2万分の l地形図， 1929～1933年測量の

2万5千分の l地形図より作成c

に小田原市周辺地域で市街地が拡大し， 1995～1997年には，平野全体に宅地化

が進み，人工改変地が目立つ。

近年，多自然、型の河川改修が酒匂川の各箇所で施工されている。開成町吉田



48 

1969～1970年
河道の状況および

住宅地・市街地の分布

相模湾

1995～1997年
河道の状況および

住宅地・市街地の分布

ぐ：〉人工改変地

』司 相模湾

図4.2 足柄平野における市街地化の変遺
注）1969～ 1970年測量の2万5千分の l地形図， 1995～1997年測量の

2万5-T分の l地形也iより作成。

島地先右岸の護岸・九十間堤右岸の護岸では，法枠の中に酒匂川の自然石をは

め込むといった改修が行なわれており，自然ら しい景観を醸し出している。

酒匂川では，音から整備されてきた堤防がレクリエーン ョンにも利用される
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例が見られるようになってきている。例えば，開成町小田急線鉄橋西端付近で

は，霞堤を潰して，1983年に河川敷を利用した運動公園として「開成水辺スポー

ツ公園」が建設された。しかし震堤の治水機能に対する認識が薄れていって

いる。酒匂川の危険性を， 地域住民は心得ておく必要があると考えられる。

現在，酒匂川流域の洪水ハザードマップに関しては，これから本格的に取り

組んでいく段階であり，100年に l回想定される洪水を安全に流下させるため

の対策が，長期的に進められている。

4 酒匂川流域の環境保全活動

4 1 酒匂川水系保全協議会

1997年3月，神奈川県は「神奈川県環境基本計画」を策定し流域水環境保

全を進めることを決めた。その重点的対象は，水道水源となっており，複数の

県にまたがっている鮎沢川・ 酒匂川流域である。 団体 （農業 ・漁業） ・企業・

関係自治体で構成される 「酒匂川水系保全協議会」の事業を通して，パートナー

シッ プによる環境保全活動を推進している。

協議会は，1960年に酒匂川流域の農業 ・漁業関係者が中心となって設立され

た団体で，当時の会員は団体－企業・流域自治体で構成された38機関であった。

その後，静岡県・ 神奈川県が加わり，現在では101機関である。その目的は，

酒匂川の水質保全を地域で組織的に取り組むことである。 2000年には，創立40

周年記念事業と して「酒匂川 ・鮎沢川水系サミット」を開催した。 2001年5月

には日本河川協会より，第3回「日本水大賞」で表彰をうけた。環境保全活動

として以下があげられている。

1）定期的な水質調査，2）クリ ーンキャンベーンの実施 （酒匂川統一美化活

動）' 3）上下流交流事業， 4）環境保全講演会，5）小中学生を対象とした環境

教育。

4 2 酒匂川流域の交流ネットワーク会議

酒匂川｜をとりまく小田原市 南足柄市，中井町－大井町・松田町－山北町・

開成町の2市 5町と神奈川県は，地域の活性化と都市づくりの指針として，「酒

匂連携軸総合整備構想」を策定し， 2001年8月に住民・ NPO・企業・団体・

関係自治体・河川管理者からなる「酒匂川流域の交流ネットワーク会議」を設

立した。
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会議の目的は，酒匂川流域を lつのまちととらえ，回遊性のある交流ネット

ワークを生み出す圏域や，自然・歴史・文化を活かした快適都市圏域を目指す

ことである。現在の会員は，学識経験者 l名，住民12名 （在勤 1名），NPO・

企業・団体12機関，行政12機関の計37機関である。 NPO会員は，環境 まち

づくり「県立生命の星・地球博物館友の会」 －「小田原市環境ボランティア協

会」－ 「酒匂川水系のメダカと生息地を守る会」，福祉 「開成町ボランティア連

絡協議会」， 青少年育成 「小田原シニアリーダーズグラブ」などの分野の団体

が参加している。

2002年 1月24日には，河口から新大口橋区間で，酒匂川の利用実態調査を実

施し酒匂川沿いの堤防や松並木，治水に関する地域資源などの保全・活用を

検討していく上での基礎資料を得た。

4.3 酒匂川流域の水源を守る地域連絡協議会

地域住民が主体となって取り組んでいる保全活動には， 「酒匂川流域の水源

を守る地域連絡協議会Jがある。

この団体は，上流の山北に産業廃棄物処分場が計画されたことに対して，

1987年に水源と水質域保全についての話し合いが始まり， 1992年に設立された。

会員は70人・機関で，「酒匂川水系のメダカと生息地を守る会」・ 「農の会」・

「久野の環境を守る会」・「縄文の会」・「あしがら庭林の会」・「小田原フォーラ

ム」などの団体が協議の場を持ち，森林・里山・生態系の保全と，福祉・医療

施設の充実を図っている。これまでの主な活動は，以下がある。

1）都市計画道路による影響を避けるため，小田原メ夕、カの保全チームを結

成。 2）無農薬・有機農業の展開。 3）農・食・住を対象とした久野定住生活文

化の継承，里山の利用。 4）「酒匂塾」 を通した環境教育。5）造園学の専門家

と協議し，天子台の庭林を整備。 6）上下流の住民が交流を図るために，水菜・

茶 ・わさび・きのこ・山菜の見学会開催や，地場産木材の利用推進。 7)地域

保健衛生の立場から疫学的研究を進め，地域保健チームを結成。

4 4 酒匂川水系のメダカと生息地を守る会

「めだかの学校」の歌の発祥地である小田原市内の酒匂川水系は，神奈川県

内最後のメ ダカ生息地である。これと重なる形で道路建設を中心とした開発計

画が進んでいるため，メダカや自然に関心を持つ人々が集まり， 1997年に「酒
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匂川水系魚類調査会」が発足した。 2001年には，水団地帯のメダ、カを中心とし

た豊かな生態系保全を目指し，「酒匂川水系のメダカと生息地を守る会」に再

編して具体的な保全活動を進めている。会員は28人である。これまでの活動は，

以下がある。

1）メダ、カ遺伝子調査，生息域の確認と定期調査，食性調査 （プランクトン

調査）。 2）生息地保護のための看板設置，酒匂川水系内の池で見つかったヒメ

ダカなどの捕獲，水田を利用したメダカ池の造成。 3）学習会 観察会－公開

調査会やシンポジウム・フォーラムの開催，「神奈川メ ダカサミット」 や「全

固めだか、／ンポジウム」などの報告。

4 5 開成町ホタルの里づくり研究会

足柄平野周辺部にある開成町は，町内に網の目のように水路が張り巡らされ，

ゲンジボタルが全域に分布していた。 ところが戦後になって，食糧増産期の農

薬散布や水路の改修， 急速な都市化，工場 ・家庭廃水の汚染，大規模な圃場整

備により激減した。 そこで， 1988年 5月に昔のようにホタルを呼ひ、戻そうと町

民有志19人が「開成町ホタルの里づくり研究会」を結成した。会員は30人であ

る。同会は，1998～1999年に酒匂川水系保全協議会，日本鳥類保護連盟，神奈

川県から表彰をうけている。これまでの活動は，以下がある。

1）ホタノレ・カワニナの生息実態調査と資料収集。 2）ホタル ・カワ ニナの養

殖 －放流と乱獲防止のための巡回指導。 3）会報「開成ボタル」の発行とホタ

ル観察会の実施。 4）県・ 町に対し，河川改修にあたってホタルおよび水生生

物に優しい工法を採用すべく要請書を提出。

5. まとめ

酒匂川流域の環境保全では，行政主導と住民主導の活動が共に展開されてい

る （図5）。行政主導の保全活動は，さらに2つに分けられる。 1つは，行政主

導の要素が強い「酒匂川流域の交流ネットワーク会議」であ り， 2つは，地域

住民も参加している「酒匂川水系保全協議会」である。住民主導の保全活動は，

さらに 3つに分けられる。 1つは，連合体を成す保全活動であり，「酒匂川流

域の水源を守る地域連絡協議会」がこれにあたる。 2つは，「酒匂川流域の交

流ネ ットワーク会議J・ 「酒匂川流域の水源を守る地域連絡協議会」といった両

団体に加盟している保全活動である「酒匂川水系のメ夕、、カと生息地を守る会」
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広域的

行政主導

「酒匂川流域の交流ネ γトワーク会議j

f酒匂川水系保全協議会j

住民主導

I酒匂川流1亜の水源を守る地接連絡協滋会J

局地的

荷団体に加盟

『酒匂川水系のメダカと生里地を守る会j

単独活動

「開成町ホタノレの里づくり研究会j

図5 酒匂川流域における環境保全活動
i主）流成環境保全活動の実態調食により作成τ

があげられる。 3つは，どの団体にも加盟していない単独行動の保全活動であ

り，例として「開成町ホタルの里づくり研究会Jがある。

これらを，市民 企業 関係自治体－河川管理者などのノミートナーシップの

観点から考える。

「酒匂川流域の交流ネット ワーク会議」は，交通網整備を軸としたテーマを

設定して議論を進めており，市民・企業・ 関係自治体 河川管理者が相互に意

見をなげかけながら一体化していくとし、う理想型は得られていない。「酒匂川

水系保全協議会」はイへント的要素が強く，また，流域自治体で形式的な議論

の場を設けているが，流域住民との意見交換は活発でない。「酒匂川流域の水

源を守る地域連絡協議会」は， 協議会のみで独自に活動している。「酒匂川水

系のメタカと生息地を守る会」と「開成町ホタルの里づくり研究会」は， それ

ぞれ小田原市と開成町では活発に活動しているが，酒匂川流域内における他の

生態系保全活動との交流は深めていない。

また，環境の捉え方すなわち，自然環境を具体的な生態系として捉えて，そ

れを保全していこうとする意識が強いかどうかという観点からは，行政主導は

あまり強く はなく ，一方，住民主導は強いことがわかった。行政主導型活動は，
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多様な要素を含んでいるため，空間的には広域だが，環境保全に限つての内容

は浅くなっている。一方，住民主導型活動は，対象が限定されているため，空

間的には狭いものの，深みのある保全活動を進めている。しかし連合体とし

てまとまった場合には，必然的に多様な内容を持つことになるため，空間的に

は広成だが，あまり深い内容で展開していない（図 5）。

酒匂川流域の環境保全活動の現状としては，各々の活動が連携してノミート

ナーシップを図ることが困難となっている。今後は，各売の保全活動が意見交

換でき，役割分担を協議できる場を設けて，総合的に流域環境を捉えていくこ

とが必要であり，また，流域環境保全活動に防災と親水をかねそなえるべきだ

と考えられる。
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注

!) 1948年 9月のアイオン台風では，支流である狩川 内川が甚大な災害を受け，

神奈川県は狩川ー内川の改修を進めるため， 1948年11月に狩川 内川の災害復旧

事業を実施した。
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